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第 章 計画概要

計画の目的

本計画は、子どもや高齢者等の立場から、歩行者が安全に移動できる道路の実現を目指し、歩

道整備を効果的に進めることを目的として策定する。なお、本計画の歩道整備とは、道路構造令

で定められる「歩道」（専ら歩行者の通行の用に供するために、縁石線又はさくその他これに類

する工作物により区画して設けられる道路の部分）の設置に加え、「路側帯のカラー舗装や拡幅」

「自動車交通の抑制」等も含めて「歩道整備」と表現した。

対象範囲

本計画の対象範囲は「茨城県つくばみらい市」全域とする。

図 本計画の対象範囲

出典：つくばみらい市都市計画マスタープラン 平成 年 月

 



第 章 つくばみらい市の歩道整備の考え方

歩道整備の必要性

必要性の視点

本市の歩道整備状況は、駅周辺の新市街地と既成市街地の格差が大きく、市道全体の歩道整

備率（一級・二級市道合計）は約 割と低い。

＜歩道整備が必要な箇所＞

１）交通弱者の利用が多いと想定される区間

・通学ピーク時に歩行者交通量が増加すると考えられる、学校に近接する通学路

２）多様な交通が集中・交錯し交通事故の可能性のある局所的な危険区間

・死傷事故発生箇所や、小中学校アンケートから抽出した通学路の危険箇所

・自動車交通量の多い 級・ 級市道等

・渡河部における自動車交通が集中する区間

３）沿道利用者が多いと想定される区間

・沿道の人口が多い区間

図 市内道路の歩道整備率

国道

主要地方道

一般県道

1級市道 2級市道

つくばみらい市歩道整備状況

歩道なし

片側歩道

両側歩道

出典：【1級･2級市道】　つくばみらい市市道整備状況GIS(H24.3時点)

　　　　【国道･主要地方道･一般県道】　H22センサス



整備優先度の考え方

評価の考え方

本計画を検討する際の目安として、「歩道整備が必要な箇所」の状況に基づき、歩道の整備

優先度を評価することとした。

表 歩道整備が必要な箇所

◆交通弱者の利用が多いと想定される区間
・通学ピーク時に歩行者交通量が増加すると考えられ
る、学校に近接する通学路

◆多様な交通が集中・交錯し交通事故の可能性

のある局所的な危険区間

・死傷事故発生箇所や、小学校アンケートから抽出した
通学路の危険箇所

・自動車交通量の多い１級・２級市道等
・渡河部における自動車交通が集中する区間

◆沿道利用者が多いと想定される区間 ・沿道の人口が多い区間
※複数の要素に該当する区間は整備の優先度がより高いものと判断した。

整備優先度の評価

（１）整備優先度の評価手法

歩道の整備優先度は、下式に基づき、評価単位最小区間ごとに点数化することで評価した。

表 評点の基準 
加点方法 参考データ

①歩道の有無
歩道なし
片側歩道あり
両側歩道あり

つくばみらい市道路台帳

②交通弱者の利用
が多いと想定さ
れる区間
（A×B）

小学校までの直
線距離

～
～
～

～
図上計測

就学児童数
人～
～ 人

～ 人
通学路アンケート（小学校）

③多様な交通が集
中・交錯し交通
事故の可能性の
ある局所的な危
険区間
（ ＋ ＋ ＋ ）

死傷事故発生箇
所

該当
非該当

交通事故発生マップ
（いばらきデジタルまっぷ）

通学路における
危険箇所

該当
非該当

小中学校 通学路アンケート
（ つくばみらい市内）

自動車交通量の
多い１級・２級
市道等

該当
非該当

交通量調査
ピーク時 台 以上

つくばみらい市内

渡河部、踏切部
該当
非該当

④沿道利用者が多いと想定される区間
人～

～ 人
～ 人

国勢調査

（整備優先度の点数） ＝ ① ×（ ②＋③＋④ ）
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（２）整備優先度の評価結果

表 の評価手法により、整備優先度の高さを区間別に示す。

 

図 整備優先度の評価結果

凡例

整備優先度 ～

整備優先度 ～

整備優先度 ～

整備優先度 ～

上図に示す整備優先度は、市が計画素案を策定する際の判断材料として用いた。



整備方針

整備方針の分類

つくばみらい市市道の歩道の整備方針として、区間別に「歩道設置」「注意喚起」のいずれ

かに分けて分類整理した。

歩道設置
【歩道に必要な幅員】
・有効幅員 以上
※歩行者の交通量が多い場合は、
有効幅員 以上

注意喚起

◯ソフト分離
・路側帯の「カラー舗装」や「拡幅」
により、歩行者の安全性を高める。

※道路交通法による路側帯の幅員は 以上
（道路又は交通状況によりやむを得ないとき
は 以上）

◯自動車交通の抑制
・狭さく（道路幅員を狭める）等によ
る速度抑制

・路面標示による注意喚起

※上表に示す幅員構成は一例であり、現地状況によって実際の幅員構成は異なる。

整備方針の設定

（１）望ましい幅員構成の選定フロー

つくばみらい市市道の基礎情報（歩道有無・幅員構成・交通量等）から、上記２種類の整備

方針を区間別に選定した。

図 整備方針の選定フロー

（２）整備優先度の評価結果

表 の評価手法により、整備優先度の高さを区間別に示す。
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（２）設定結果

図 の選定により、つくばみらい市市道の歩道の整備方針を以下のとおり設定した。

図 整備方針

凡例 

 歩道設置 

 注意喚起（ソフト分離） 

 注意喚起（自動車交通の抑制） 

 歩道あり 

 都市計画道路 

上図に示す整備方針は、市が計画（素案）を策定する際の判断材料として用いたものであ
り、最終的な計画（案）とは異なる。



第 章 歩道整備基本計画

計画検討の流れ

歩道整備基本計画の検討にあたって、まず市が前章の整備優先度や整備方針を踏まえて

『計画（素案）』を作成した。これを基に、市内小中学校毎の代表者がワークショップ形

式で意見交換し、市民目線を取り入れた『ワークショップ案』として修正した。

この『ワークショップ案』を受け、市の事業投資余力等を考慮した整備時期の調整や、

実現性を考慮した対策の代替案検討を行い『歩道整備基本計画 案 』としてとりまとめた。

その後、パブリックコメントを経て、策定委員会で『歩道整備基本計画 最終案 』とし

てとりまとめた。

図 計画検討の流れ

＜つくばみらい市歩道整備基本計画の検討経緯＞
検討内容 開催概要

第１回策定委員会
・事務局から歩道整備基本計画（素案）※を提示し議論

※自動車交通量、通学路の指定状況、小中学校から抽出した
通学路の危険箇所等による「整備優先度」と、現地状況を
踏まえた「実現性」を考慮して作成。

第１回
ワークショップ ・歩道整備基本計画（素案）の対策（案）について意見交換 ～

（参加者 名）
第２回

ワークショップ ・第１回 をふまえ、まちあるきを実施し現地の状況を確認 ～
（参加者 名）

第３回
ワークショップ

・整備優先度について意見交換し、歩道整備基本計画（
案）を作成

～
（参加者 名）

第２回策定委員会 ・歩道整備基本計画（案）について審議、承認

第３回策定委員会 ・パブリックコメントの結果を報告
・歩道整備基本計画 最終案 について審議、承認

（２）設定結果

図 の選定により、つくばみらい市市道の歩道の整備方針を以下のとおり設定した。
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上図に示す整備方針は、市が計画（素案）を策定する際の判断材料として用いたものであ
り、最終的な計画（案）とは異なる。



対策メニュー

節に示した検討経緯により、本計画の対策メニューを以下のとおりとした。

歩道整備計画の対策メニュー（道路を拡幅する等して歩車分離）

対策名 対策の概要 幅員構成、事例

歩道
設置

・縁石、段差などで物理
的に車道と分離された
歩道を整備

・既存幅員で歩道が確保
できない場合は、沿道
の用地買収のほか、水
路部に蓋かけする等の
空間の有効利用を図る

【歩道に必要な幅員】

・有効幅員 以上

※歩行者の交通量が多い場合は、有効幅員 以上

※歩道の幅等は現地状況により検討する事とする。

歩道整備計画の対策メニュー（ソフト分離）

対策名 対策の概要 幅員構成、事例

カラー
舗装

 現在、歩行空間として使
用している路側帯をカラ
ー舗装

 自動車の運転者に対し、
路側帯が歩行空間である
ことを認識させて、安全
性の向上を図る

（長野県飯田市）

幅 員
再配分

 道路幅員を再配分し、歩
行空間として使用できる
路側帯を創出する

 既存幅員で路側帯が確保
できない場合は、沿道の
用地買収のほか、水路部
に蓋かけする等の空間の
有効利用を図る

 カラー舗装と組み合わせ
て、さらなる安全性の向
上を図る事も可能

※路側帯の幅等は現地状況により
検討する事とする。

※一方通行の車道部幅員：駐停車
追い越しのため 以上を確
保。

（各側が路側帯の場合、 ま
では上記の車道部に含めない）

車道車道車道車道車道車道

車道

車道

幅広路肩

車道

路側帯

■対面通行の場合 ■一方通行の場合

■一方通行の場合

■再配分のイメージ 種 級の場合



歩道整備計画の対策メニュー（自動車交通の速度や交通量を抑制）

対策名 対策の概要 幅員構成、事例

狭さく
 ポール設置等により
車道幅を狭くするこ
とで、車両の低速走
行を促す

■狭さく

（東京都文京区）

■イメージハンプ

（千葉県千葉市）

イメージ
ハンプ

 車道路面に路面表示
等を施し、車両の速
度低減を図る

路面表示

・当該区間が通学路や
スクールゾーン等で
あることを路面に表
示し、ドライバーに
注意喚起する。

■「スクールゾーン」

（

（神奈川県横浜市）

■「学童注意」

（京都府亀岡市）

歩道整備計画の対策メニュー（その他）

対策 対策の概要 事例

歩 道
だまり

・交差点において、
横断待ちの歩行者
の安全・安心を確
保する

■水路の歩道橋

（神奈川県茅ケ崎市）

水路の
歩道橋

・危険区間を回避す
る、安全な歩行ル
ートを形成する。

■歩道だまりのイメージ

対策メニュー

節に示した検討経緯により、本計画の対策メニューを以下のとおりとした。

歩道整備計画の対策メニュー（道路を拡幅する等して歩車分離）

対策名 対策の概要 幅員構成、事例

歩道
設置

・縁石、段差などで物理
的に車道と分離された
歩道を整備

・既存幅員で歩道が確保
できない場合は、沿道
の用地買収のほか、水
路部に蓋かけする等の
空間の有効利用を図る

【歩道に必要な幅員】

・有効幅員 以上

※歩行者の交通量が多い場合は、有効幅員 以上

※歩道の幅等は現地状況により検討する事とする。

歩道整備計画の対策メニュー（ソフト分離）

対策名 対策の概要 幅員構成、事例

カラー
舗装

 現在、歩行空間として使
用している路側帯をカラ
ー舗装

 自動車の運転者に対し、
路側帯が歩行空間である
ことを認識させて、安全
性の向上を図る

（長野県飯田市）

幅 員
再配分

 道路幅員を再配分し、歩
行空間として使用できる
路側帯を創出する

 既存幅員で路側帯が確保
できない場合は、沿道の
用地買収のほか、水路部
に蓋かけする等の空間の
有効利用を図る

 カラー舗装と組み合わせ
て、さらなる安全性の向
上を図る事も可能

※路側帯の幅等は現地状況により
検討する事とする。

※一方通行の車道部幅員：駐停車
追い越しのため 以上を確
保。

（各側が路側帯の場合、 ま
では上記の車道部に含めない）

車道車道車道車道車道車道

車道

車道

幅広路肩

車道

路側帯

■対面通行の場合 ■一方通行の場合

■一方通行の場合

■再配分のイメージ 種 級の場合



事業スケジュール

事業スケジュール

整備計画における「短・中期」は概ね１０年以内，「長期」は１０年以降を目標とし，

対策の効果をみて事業期間及び計画の見直しを行う予定であり，最終的にとりまとめた

『歩道整備基本計画（最終案）』を指針として整備を進めていく。

図 望ましい歩行環境の実現に向けた事業スケジュール

サイクルによる施策の推進

計画の推進にあたっては、具体的な施策の進捗や効果を把握するため、「アウトプット

指標」と「アウトカム指標」を設定して、計画の評価・見直しを行いながら進めていくこ

ととする。

図 サイクル概念図

歩道整備基本計画の策定・改定

実施した施策の評価
・アウトプット指標 （整備実績）
・アウトカム指標 （市民や歩行者の実感）

歩道整備施策の実施歩道整備施策の見直し

子供や高齢者などの
視点から、

歩行者が安全に
移動できる
道路を実現



歩道整備基本計画

各校区について、ワークショップで議論された「対策」や「整備優先度」の検討結果を

踏まえ、歩道整備基本計画を作成した。

市全体で計画されている対策の整備箇所数は以下のとおりである。

表 整備箇所数

短期 中期 長期 合計
小張小
豊小

谷井田小
三島小
東小
板橋小
小絹小
谷原小
十和小
福岡小
市全体

事業スケジュール

事業スケジュール

整備計画における「短・中期」は概ね１０年以内，「長期」は１０年以降を目標とし，

対策の効果をみて事業期間及び計画の見直しを行う予定であり，最終的にとりまとめた

『歩道整備基本計画（最終案）』を指針として整備を進めていく。

図 望ましい歩行環境の実現に向けた事業スケジュール

サイクルによる施策の推進

計画の推進にあたっては、具体的な施策の進捗や効果を把握するため、「アウトプット

指標」と「アウトカム指標」を設定して、計画の評価・見直しを行いながら進めていくこ

ととする。

図 サイクル概念図

歩道整備基本計画の策定・改定

実施した施策の評価
・アウトプット指標 （整備実績）
・アウトカム指標 （市民や歩行者の実感）

歩道整備施策の実施歩道整備施策の見直し

子供や高齢者などの
視点から、

歩行者が安全に
移動できる
道路を実現



１  小張小学校区（伊奈中学校区）

●小張小周辺の通学路の指定状況を踏まえ、沿道農地区間は「歩道設置」を計画し、沿道に建
物が立地している区間では「カラー舗装」や「路面表示」で対応した。

●部分的に歩道が連続していない箇所について、「カラー舗装」を計画し、歩道の連続性確保
を図った。（陽光台地区等）

●農地内の通学路のうち、自動車交通の速度抑制を図りたい区間において「イメージハンプ」
「路面表示」等を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■歩道設置（事業中） 小張 、小張 、小張
■路面表示 小張 、小張 、小張 、伊奈中
■路面表示、イメージハンプ 小張 、小張 、小張 、小張
■カラー舗装 小張

中期
■幅員再配分 小張
■カラー舗装 小張 、小張 、小張 、小張

長期 ■歩道設置 小張 、小張 、小張

図 小張小学校区の位置

Ｎ

小張小
人

伊奈中
人
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１  小張小学校区（伊奈中学校区）

●小張小周辺の通学路の指定状況を踏まえ、沿道農地区間は「歩道設置」を計画し、沿道に建
物が立地している区間では「カラー舗装」や「路面表示」で対応した。

●部分的に歩道が連続していない箇所について、「カラー舗装」を計画し、歩道の連続性確保
を図った。（陽光台地区等）

●農地内の通学路のうち、自動車交通の速度抑制を図りたい区間において「イメージハンプ」
「路面表示」等を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■歩道設置（事業中） 小張 、小張 、小張
■路面表示 小張 、小張 、小張 、伊奈中
■路面表示、イメージハンプ 小張 、小張 、小張 、小張
■カラー舗装 小張

中期
■幅員再配分 小張
■カラー舗装 小張 、小張 、小張 、小張

長期 ■歩道設置 小張 、小張 、小張

図 小張小学校区の位置

Ｎ

小張小
人

伊奈中
人



２  豊小学校区（伊奈中学校区）

●豊小から南方へ通学路が広がっているため、このエリアに縦横の軸となる「歩道設置」及び
「カラー舗装」「幅員再配分」を計画した。

●道路幅員が十分でない区間においては「路面表示」を短期整備として計画した。
●通学路のうち、自動車交通の速度抑制を図りたい１級市道や、農地内の交差点において「イ
メージハンプ」「狭さく」等を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■歩道設置（完成） 豊
■カラー舗装（完成） 豊
■路面表示 伊奈中
■イメージハンプ、路面表示 豊
■イメージハンプ、路面表示、狭さく 豊
■狭さく 豊

中期
■幅員再配分 豊
■幅員再配分、カラー舗装 豊
■カラー舗装 豊 、豊

長期
■歩道設置 豊 、豊
■イメージハンプ、狭さく、カラー舗装 豊

図 豊小学校区の位置

Ｎ
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伊奈中
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２  豊小学校区（伊奈中学校区）

●豊小から南方へ通学路が広がっているため、このエリアに縦横の軸となる「歩道設置」及び
「カラー舗装」「幅員再配分」を計画した。

●道路幅員が十分でない区間においては「路面表示」を短期整備として計画した。
●通学路のうち、自動車交通の速度抑制を図りたい１級市道や、農地内の交差点において「イ
メージハンプ」「狭さく」等を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■歩道設置（完成） 豊
■カラー舗装（完成） 豊
■路面表示 伊奈中
■イメージハンプ、路面表示 豊
■イメージハンプ、路面表示、狭さく 豊
■狭さく 豊

中期
■幅員再配分 豊
■幅員再配分、カラー舗装 豊
■カラー舗装 豊 、豊

長期
■歩道設置 豊 、豊
■イメージハンプ、狭さく、カラー舗装 豊

図 豊小学校区の位置

Ｎ
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伊奈中
人



３  谷井田小学校区（伊奈中学校区）

●谷井田小周辺の通学路の指定状況を踏まえ、沿道農地区間は「歩道設置」を計画し、沿道に
建物が立地している区間では「カラー舗装」で対応した。

●「水路の歩道橋」を計画し、安全な通学ルートの形成を図った。（ 発案）

●「歩道だまり」を２箇所で計画し、通学路と県道との交差部における、横断待ちの歩行者の
安全・安心の確保を図った。（ 発案）

●通学路のうち、自動車交通の速度抑制を図りたい１級市道において「路面表示」「イメージ
ハンプ」「狭さく」等を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■水路の歩道橋 谷井田
■歩道だまり 谷井田 、谷井田
■幅員再配分 谷井田 、谷井田 、谷井田
■狭さく 谷井田 、谷井田
■路面表示、イメージハンプ 谷井田 、谷井田 、谷井田
■イメージハンプ 谷井田 、谷井田 、谷井田

中期
■歩道設置 谷井田 、谷井田

■カラー舗装
伊奈中 、谷井田 、谷井田 、谷井田 、谷井田

、谷井田 、谷井田 、谷井田 、谷井田

長期
■歩道設置 谷井田 、谷井田
■イメージハンプ、狭さく、
カラー舗装 谷井田

図 谷井田小学校区の位置

Ｎ
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３  谷井田小学校区（伊奈中学校区）

●谷井田小周辺の通学路の指定状況を踏まえ、沿道農地区間は「歩道設置」を計画し、沿道に
建物が立地している区間では「カラー舗装」で対応した。

●「水路の歩道橋」を計画し、安全な通学ルートの形成を図った。（ 発案）

●「歩道だまり」を２箇所で計画し、通学路と県道との交差部における、横断待ちの歩行者の
安全・安心の確保を図った。（ 発案）

●通学路のうち、自動車交通の速度抑制を図りたい１級市道において「路面表示」「イメージ
ハンプ」「狭さく」等を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■水路の歩道橋 谷井田
■歩道だまり 谷井田 、谷井田
■幅員再配分 谷井田 、谷井田 、谷井田
■狭さく 谷井田 、谷井田
■路面表示、イメージハンプ 谷井田 、谷井田 、谷井田
■イメージハンプ 谷井田 、谷井田 、谷井田

中期
■歩道設置 谷井田 、谷井田

■カラー舗装
伊奈中 、谷井田 、谷井田 、谷井田 、谷井田

、谷井田 、谷井田 、谷井田 、谷井田

長期
■歩道設置 谷井田 、谷井田
■イメージハンプ、狭さく、
カラー舗装 谷井田

図 谷井田小学校区の位置

Ｎ
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４  三島小学校区（伊奈中学校区）

●三島小周辺の通学路では、沿道農地区間や歩道不連続箇所において「歩道設置」を計画し
た。

●通学路のうち沿道に建物が立地している区間は「カラー舗装」を計画した。
●通学路のうち、自動車交通の速度抑制を図りたい区間において「イメージハンプ」や「路面
表示」等を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■カラー舗装（事業中） 三島 、三島
■カラー舗装 三島 、三島 、三島
■路面表示、イメージハンプ 三島 、伊奈東中
■路面表示 三島

中期 ■歩道設置 三島 、三島
長期 ■歩道設置 三島 、三島 、三島

図 三島小学校区の位置

Ｎ
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伊奈中
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４  三島小学校区（伊奈中学校区）

●三島小周辺の通学路では、沿道農地区間や歩道不連続箇所において「歩道設置」を計画し
た。

●通学路のうち沿道に建物が立地している区間は「カラー舗装」を計画した。
●通学路のうち、自動車交通の速度抑制を図りたい区間において「イメージハンプ」や「路面
表示」等を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■カラー舗装（事業中） 三島 、三島
■カラー舗装 三島 、三島 、三島
■路面表示、イメージハンプ 三島 、伊奈東中
■路面表示 三島

中期 ■歩道設置 三島 、三島
長期 ■歩道設置 三島 、三島 、三島

図 三島小学校区の位置

Ｎ

三島小
人

伊奈中
人



５  東小学校区（伊奈東中学校区）

●東小周辺の通学路の指定状況を踏まえ、沿道農地区間は「歩道設置」を計画し、沿道に建物
が立地している区間は「カラー舗装」で対応した。

●伊奈東の通学路のうち、自動車交通の速度抑制を図りたい区間において「イメージハンプ」
を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■カラー舗装（事業中） 東 、東
■カラー舗装、路面表示 東 、東
■路面表示 東 、東 、東
■路面表示、イメージハンプ 伊奈東中
■イメージハンプ 東

中期
■歩道設置 東
■カラー舗装 東 、東

長期 ■歩道設置 東 、東

図 東小学校区の位置

Ｎ

東小
人

伊奈東中
人
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５  東小学校区（伊奈東中学校区）

●東小周辺の通学路の指定状況を踏まえ、沿道農地区間は「歩道設置」を計画し、沿道に建物
が立地している区間は「カラー舗装」で対応した。

●伊奈東の通学路のうち、自動車交通の速度抑制を図りたい区間において「イメージハンプ」
を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■カラー舗装（事業中） 東 、東
■カラー舗装、路面表示 東 、東
■路面表示 東 、東 、東
■路面表示、イメージハンプ 伊奈東中
■イメージハンプ 東

中期
■歩道設置 東
■カラー舗装 東 、東

長期 ■歩道設置 東 、東

図 東小学校区の位置

Ｎ

東小
人

伊奈東中
人



６  板橋小学校区（伊奈東中学校区）

●板橋小周辺の通学路では、沿道に建物が立地している区間が多く「カラー舗装」を中心に計
画した。（事業中の「歩道設置」もあり）

●沿道がゴルフ場の通学路で、幅員が狭く自動車交通の速度抑制を図りたい区間については、
「イメージハンプ」や「路面表示」等を計画した。

●「歩道だまり」を１箇所で計画し、通学路と県道との交差部において、横断待ちの歩行者の
安全・安心の確保を図った。（ 発案）

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■歩道設置（事業中） 板橋 、板橋
■カラー舗装（事業中） 板橋
■カラー舗装、路面表示（完成） 板橋
■歩道だまり 板橋
■カラー舗装 板橋 、板橋 、板橋 、板橋
■路面表示、イメージハンプ 板橋 、伊奈東中

中期

■歩道設置 板橋 、板橋
■カラー舗装 板橋
■カラー舗装、幅員再配分 板橋
■カラー舗装、路面表示 板橋

長期 ■カラー舗装、幅員再配分 板橋 、板橋 、板橋

図 板橋小学校区の位置

Ｎ

板橋小
人

伊奈東中
人
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６  板橋小学校区（伊奈東中学校区）

●板橋小周辺の通学路では、沿道に建物が立地している区間が多く「カラー舗装」を中心に計
画した。（事業中の「歩道設置」もあり）

●沿道がゴルフ場の通学路で、幅員が狭く自動車交通の速度抑制を図りたい区間については、
「イメージハンプ」や「路面表示」等を計画した。

●「歩道だまり」を１箇所で計画し、通学路と県道との交差部において、横断待ちの歩行者の
安全・安心の確保を図った。（ 発案）

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■歩道設置（事業中） 板橋 、板橋
■カラー舗装（事業中） 板橋
■カラー舗装、路面表示（完成） 板橋
■歩道だまり 板橋
■カラー舗装 板橋 、板橋 、板橋 、板橋
■路面表示、イメージハンプ 板橋 、伊奈東中

中期

■歩道設置 板橋 、板橋
■カラー舗装 板橋
■カラー舗装、幅員再配分 板橋
■カラー舗装、路面表示 板橋

長期 ■カラー舗装、幅員再配分 板橋 、板橋 、板橋

図 板橋小学校区の位置

Ｎ
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７  小絹小学校区（小絹中学校区）

●小絹小及び小絹中周辺の通学路は住宅地の中にあり、街区を形成する外周道路の歩道は整備
済みであるが、国道・県道等の渋滞回避のため生活道路へ通過交通が流入する等の問題があ
り、 年度より警察が「ゾーン 」に着手する。

●歩道未整備の通学路がある状況を踏まえ、沿道に建物が立地している区間において「カラー
舗装」や「イメージハンプ」「狭さく」等を計画した。

●「歩道だまり」を１箇所で計画し、通学路と１級市道との交差部において、横断待ちの歩行
者の安全・安心の確保を図った。（ 発案）

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■歩道設置（事業中） 小絹
■カラー舗装、路面表示（完成） 小絹
■カラー舗装 小絹
■路面表示、カラー舗装 小絹
■路面表示 小絹 、小絹
■イメージハンプ、路面表示 小絹
■狭さく 小絹 、小絹
■イメージハンプ 小絹

中期
■歩道設置 小絹
■歩道だまり 小絹
■カラー舗装 小絹 、小絹 、小絹 、小絹

長期 ■歩道設置 小絹

図 小絹小学校区の位置

Ｎ

小絹小
人

小絹中
人
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７  小絹小学校区（小絹中学校区）

●小絹小及び小絹中周辺の通学路は住宅地の中にあり、街区を形成する外周道路の歩道は整備
済みであるが、国道・県道等の渋滞回避のため生活道路へ通過交通が流入する等の問題があ
り、 年度より警察が「ゾーン 」に着手する。

●歩道未整備の通学路がある状況を踏まえ、沿道に建物が立地している区間において「カラー
舗装」や「イメージハンプ」「狭さく」等を計画した。

●「歩道だまり」を１箇所で計画し、通学路と１級市道との交差部において、横断待ちの歩行
者の安全・安心の確保を図った。（ 発案）

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■歩道設置（事業中） 小絹
■カラー舗装、路面表示（完成） 小絹
■カラー舗装 小絹
■路面表示、カラー舗装 小絹
■路面表示 小絹 、小絹
■イメージハンプ、路面表示 小絹
■狭さく 小絹 、小絹
■イメージハンプ 小絹

中期
■歩道設置 小絹
■歩道だまり 小絹
■カラー舗装 小絹 、小絹 、小絹 、小絹

長期 ■歩道設置 小絹

図 小絹小学校区の位置

Ｎ

小絹小
人

小絹中
人



８  谷原小学校区（谷和原中学校区）

●谷原小周辺の通学路の指定状況を踏まえ、沿道農地区間で「歩道設置」を計画し、沿道に建
物が立地している区間は「カラー舗装」「路面表示」や「イメージハンプ」「狭さく」で対
応した。

●沿道農地の通学路のうち、水路に蓋掛けして歩道空間を生み出すことが可能な区間において
「幅員再配分」を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■幅員再配分 谷和原中

■カラー舗装
谷原 、谷原 、谷原 、谷原 、
谷原 、谷原

■路面表示 谷和原中

中期

■カラー舗装 谷和原中 、谷原 、谷原
■幅員再配分 谷和原中
■幅員再配分、カラー舗装 谷原
■カラー舗装、イメージハンプ、狭さ
く

谷原

長期 ■歩道設置 谷原

図 谷原小学校区の位置

Ｎ

谷原小
人

谷和原中
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８  谷原小学校区（谷和原中学校区）

●谷原小周辺の通学路の指定状況を踏まえ、沿道農地区間で「歩道設置」を計画し、沿道に建
物が立地している区間は「カラー舗装」「路面表示」や「イメージハンプ」「狭さく」で対
応した。

●沿道農地の通学路のうち、水路に蓋掛けして歩道空間を生み出すことが可能な区間において
「幅員再配分」を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■幅員再配分 谷和原中

■カラー舗装
谷原 、谷原 、谷原 、谷原 、
谷原 、谷原

■路面表示 谷和原中

中期

■カラー舗装 谷和原中 、谷原 、谷原
■幅員再配分 谷和原中
■幅員再配分、カラー舗装 谷原
■カラー舗装、イメージハンプ、狭さ
く

谷原

長期 ■歩道設置 谷原

図 谷原小学校区の位置

Ｎ

谷原小
人

谷和原中
人



９  十和小学校区（谷和原中学校区）

●十和小東側通学路のうち、主に幹線道路として利用される部分に関して「歩道設置」「カラ
ー舗装」を計画した。また交通量の少ない路線に関しては「路面表示」を計画した。

●十和小西側通学路では、「イメージハンプ」や「路面表示」を計画し速度抑制を図った。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■歩道設置（事業中） 十和
■カラー舗装、路面表示 十和
■路面表示 十和 、十和 、十和
■イメージハンプ 十和 、十和

中期
■歩道設置 十和 、十和 、十和
■カラー舗装 十和 、十和 、十和
■幅員再配分、カラー舗装、狭さく 十和

長期 ■幅員再配分 谷和原中

図 十和小学校区の位置

Ｎ

十和小
人

谷和原中
人
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９  十和小学校区（谷和原中学校区）

●十和小東側通学路のうち、主に幹線道路として利用される部分に関して「歩道設置」「カラ
ー舗装」を計画した。また交通量の少ない路線に関しては「路面表示」を計画した。

●十和小西側通学路では、「イメージハンプ」や「路面表示」を計画し速度抑制を図った。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■歩道設置（事業中） 十和
■カラー舗装、路面表示 十和
■路面表示 十和 、十和 、十和
■イメージハンプ 十和 、十和

中期
■歩道設置 十和 、十和 、十和
■カラー舗装 十和 、十和 、十和
■幅員再配分、カラー舗装、狭さく 十和

長期 ■幅員再配分 谷和原中

図 十和小学校区の位置

Ｎ

十和小
人

谷和原中
人



１０  福岡小学校区（谷和原中学校区）

●福岡小より北側の通学路は住宅地の中にあり沿道に建物が立地しているため、「カラー舗
装」や「路面表示」を中心に計画した。

●福岡小より南側の通学路では、１級市道と重複する区間は「歩道設置」や「幅員再配分」
「カラー舗装」を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■歩道設置（事業中） 福岡
■路面表示（完成） 福岡
■路面表示、イメージハンプ 福岡
■カラー舗装、路面表示、イメージハンプ 福岡
■カラー舗装、狭さく、路面表示 福岡
■カラー舗装、路面表示 福岡 、福岡

中期
■カラー舗装 福岡
■幅員再配分、カラー舗装 福岡 、福岡 、福岡

長期 ■歩道設置 福岡 、福岡 、福岡

図 福岡小学校区の位置

Ｎ

福岡小
人

谷和原中
人
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１０  福岡小学校区（谷和原中学校区）

●福岡小より北側の通学路は住宅地の中にあり沿道に建物が立地しているため、「カラー舗
装」や「路面表示」を中心に計画した。

●福岡小より南側の通学路では、１級市道と重複する区間は「歩道設置」や「幅員再配分」
「カラー舗装」を計画した。

表 対策概要

対策案 対策番号

短期

■歩道設置（事業中） 福岡
■路面表示（完成） 福岡
■路面表示、イメージハンプ 福岡
■カラー舗装、路面表示、イメージハンプ 福岡
■カラー舗装、狭さく、路面表示 福岡
■カラー舗装、路面表示 福岡 、福岡

中期
■カラー舗装 福岡
■幅員再配分、カラー舗装 福岡 、福岡 、福岡

長期 ■歩道設置 福岡 、福岡 、福岡

図 福岡小学校区の位置

Ｎ

福岡小
人

谷和原中
人



全体概算工事費

本計画の対策実施に要する概算工事費を以下に示す。

表 概算工事費

※概算工事費の算出においては、測量費・設計費・用地費等は含まれず、工事に係る費用となる。

工事費
(百万円)

箇所数
工事費
(百万円)

箇所数
工事費
(百万円)

箇所数
工事費
(百万円)

箇所数

小張小

豊小

谷井田小

三島小

小　計

東小

板橋小

小　計

小絹小

小　計

谷原小

十和小

福岡小

小　計

伊
奈
中
区

伊
奈
東
中
区

小
絹
中
区

谷
和
原
中
区

合計

学校区

短期 中期 長期 合計



全体概算事業費

本計画の対策実施に要する概算事業費を以下に示す。

表 概算事業費

※歩道整備の概算事業費には、工事費の他、以下の用地費、補償費、測量・設計費を計上した。

※また、カラー舗装に関しては約 年ごとにメンテナンスコストを計上する必要がある。

（本概算事業費には計上していない）

本計画において、短期のカラー舗装に要する費用は 億円（総事業費の約 ％）

中期のカラー舗装に要する費用は 億円（総事業費の約 ％）

長期のカラー舗装に要する費用は 億円（総事業費の約 ％）

事業費
(百万円)

箇所数
事業費
(百万円)

箇所数
事業費
(百万円)

箇所数
事業費
(百万円)

箇所数

小張小

豊小

谷井田小

三島小

小　計

東小

板橋小

小　計

小絹小

小　計

谷原小

十和小

福岡小

小　計

伊
奈
中
区

伊
奈
東
中
区

小
絹
中
区

谷
和
原
中
区

合計

学校区

短期 中期 長期 合計

全体概算工事費

本計画の対策実施に要する概算工事費を以下に示す。

表 概算工事費

※概算工事費の算出においては、測量費・設計費・用地費等は含まれず、工事に係る費用となる。

工事費
(百万円)

箇所数
工事費
(百万円)

箇所数
工事費
(百万円)

箇所数
工事費
(百万円)

箇所数

小張小

豊小

谷井田小

三島小

小　計

東小

板橋小

小　計

小絹小

小　計

谷原小

十和小
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